
運用業界の価格転嫁

　
賃
上
げ
や
イ
ン
フ
レ
で
企
業
の

コ
ス
ト
上
昇
が
続
き
、
価
格
転
嫁

も
進
展
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
原
材
料
の
値
上
が
り
を
反
映
し

た
製
品
価
格
の
動
き
が
中
心
で
、

非
製
造
業
の
動
向
は
ま
ば
ら
だ
。

　
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
企
業
向
け

サ
ー
ビ
ス
価
格
指
数
の
上
昇
が
加

速
を
始
め
た
２
０
２
０
年
半
ば
か

ら
現
在
ま
で
、
全
業
種
平
均
で
は

年
率
２
％
超
の
上
昇
が
見
ら
れ
た

が
、金
融
業
は
１
％
に
届
か
な
い
。

　
金
融
業
は
人
件
費
が
高
い
と
言

わ
れ
る
の
で
国
税
庁
の
民
間
給
与

実
態
統
計
調
査
を
み
る
と
、
全
産

業
平
均
給
与
が
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
た
の

は

年
ご
ろ
だ
が
、
金
融
業
は
よ

う
や
く
昨
年
だ
。
転
嫁
は
こ
れ
か

ら
進
む
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
細
か
い
話
を
す
れ
ば
、
企
業
向

け
サ
ー
ビ
ス
価
格
指
数
で
金
融
業

は
「
低
人
件
費
率
」
業
種
に
分
類

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
が
大
き
い
銀
行
、
証
券
、

リ
ー
ス
業
な
ど
で
、
金
融
費
用
の

影
響
が
大
き
い
分
、
人
件
費
の
割

合
が
下
が
る
た
め
だ
ろ
う
か
。

　
筆
者
が
属
す
る
資
産
運
用
業
界

は
よ
り
労
働
集
約
的
だ
。
国
内
大

手
の
人
件
費
率
は
抑
制
的
だ
が
、

独
立
系
と
な
る
と
海
外
運
用
会
社

並
み
の
３
〜
６
割
に
達
す
る
。

　
そ
の
業
界
で
「
価
格
」
に
当
た

る
の
は
運
用
報
酬
率
だ
。
こ
れ
は

世
界
的
に
低
下
の
一
途
を
た
ど
っ

た
が
、
中
身
を
見
れ
ば
、
料
率
が

低
い
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
運
用
と
高
い

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
投
資
へ
の
二
極

分
化
が
際
立
つ
。
片
や
技
術
革
新

の
価
格
還
元
、
片
や
高
度
な
運
用

力
へ
の
評
価
の
結
果
だ
か
ら
、
そ

の
せ
め
ぎ
合
い
の
中
で
人
件
費
上

昇
分
を
乗
せ
て
く
れ
と
言
う
の
は

い
か
に
も
心
苦
し
い
。

　
成
功
報
酬
を
導
入
す
れ
ば
投
資

家
と
運
用
者
は
納
得
す
る
。
し
か

し
、
現
実
の
運
用
会
社
は
運
用
者

以
外
の
多
く
の
人
が
支
え
る
。
い

わ
ば
資
産
運
用
立
国
の
イ
ン
フ
ラ

で
あ
り
、
そ
の
部
分
の
価
格
転
嫁

を
望
む
の
も
ま
た
人
情
だ
ろ
う
。

　
時
に
は
こ
う
し
た
バ
ラ
ン
ス
を

公
的
年
金
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

運
用
会
社
な
ど
資
産
運
用
業
界
の

リ
ー
ダ
ー
が
議
論
す
る
場
が
あ
っ

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
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